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急いで受診 の 目目 安

□ 生後 3 か月未満の乳児が熱（ 38℃以上） を 出し た

□ 熱でおかし な動作を する　 う なさ れて目が合わない

□ 解熱剤を 使っ て、 一時熱は下がっ たが、 元気がなく ぐ っ たり し ている

□ 水分が取れない　 おし っ こ の回数が少ない

□ けいれんを 起こ し た【  「 けいれん（ ひき つけ） を 起こ し たら 」 を 参照】

□ 嘔吐が続いている 【  「 吐いたら 」 を 参照】

熱が出たら

解 説

◦ 生後３ か月になる 前の子ども が高熱を 出し た時は、 重い感染症である 可能性があり ます。

◦ 熱だけではなく 他の症状にも 気を 付けまし ょ う 。 意識がはっ き り し ない、 水分が充分取れず

おし っ こ が出ない、 嘔吐が続く 、 顔色が悪い、 元気がなく ぐ っ たり し ている 、 ある いはけい

れんを 起こ し た場合などは重症の可能性があり ます。

◦ 一般に、 感染症によ る 発熱だけで脳障害を 起こ すこ と はあり ません。 し かし 、 体外から の熱

を 吸収し て起こ っ た高熱（ 夏季の熱中症など ） では、 脳障害を 起こ すこ と があり 、 すぐ に体

を 冷やすこ と が必要です。

◦ 生後 6 か月以上の子ども であれば、 熱が 38 .5 ℃以上で元気がない場合や眠れない時などに解

熱剤を 使用し ても よ いでし ょ う 。 し かし 、 熱を 出すこ と でウイ ルスや細菌を 攻撃し ている と も

考えら れますので、 元気がある 場合やよ く 寝ている 時は、 解熱剤を 使う 必要はあり ません。 解

熱剤を 使う 間隔は 6 ～ 8 時間以上あけまし ょ う 。 1℃下がれば解熱剤の効果があっ たと 考えて

く ださ い。

◦ 水分の補給を し っ かり と 行いまし ょ う 。

◦ 子ど も は発熱時にう わご と を よ く 言います。 声を 掛けたり 、 刺激を 与える と 覚醒し てし っ か

り 応答でき れば様子をみてよ いでし ょ う 。

３ 　 症状別チェ ッ ク リ スト と 対処法

熱が出た ら熱が出た ら

子ど も の場合に問題と なる「 発熱」 と は、 38 ℃以上を いいます。 体温は一日のう ち で

0.5 ～ 1 .0℃ほど 変動し 、 最も 低く なる のが明け方、 最も 高く なる のが夕方です。 子ども

は夕方に 37℃台後半の体温と なるこ と がよく あり ます。

◦ 高熱時は嫌がら な ければ頭、 首の両側、 わき の下、

太も も の付け根をおし ぼり などで冷やし まし ょ う 。

◦ 熱に気づいたら 、 3 0 分後にも 体温を 測り まし ょ う 。

◦ 経過を みるため、 朝昼夕 3 回は体温を測り まし ょ う 。

◦ 熱中症の対応

　 　 解熱剤は効果があり ません。 ぐ っ たり し ている 時

は重症なので、 すぐ に医療機関を 受診し まし ょ う 。


